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SPring-8施設の技術支援に関するアンケート
調査結果について

　　　　　　　　　　
（財）高輝度光科学研究センタ－　　
技術支援方策検討委員会　委員長　　　
姫路工業大学　理学部　　　坂井　信彦

２．アンケ－トの目的と構成
　今回のアンケ－トは、当委員会の最初の調査とし
て、技術支援とその周辺を包括的に対象として、
SPring-8に期待する技術支援項目（内容）の概括的
な把握を目的としました。そのため、質問項目を、
SPring-8 の利用開始予定の情報入手から終了の報告
書作成に至るまでの、およその時系列に沿って展開
する 47 項目から構成しました。アンケ－トは下記
（１）、（２）、（３）の条件で回答していただく形式
としました。また、利用者の意見を充分に採取する
ため、文章による記載回答形式も随所に取り入れま
した。
（１）このアンケートは、「共同利用ビームライン」
を平成10年度以降に利用する場合を想定し、その
時点での技術支援を中心にする。「専用ビームライ
ン」の利用や「分析・解析サービス」などについて
は除外する。
（２） 設問の順序は、施設を利用するために情報を入
手し、実験を実施した後、研究報告書を書くという
流れに従う。
（３） 設問は、【ａ .きわめて高い、ｂ.高い、ｃ.普
通、ｄ.低い、ｅ.きわめて低い】 で答えれられる形
式にしてあり、回答欄のａ～ｅの記号に○印を付け
る。「その他」と「ご意見」については適宜記入する。

３．アンケ－ト集計結果
　アンケ－トは、将来の利用者と想定される SPring-
8 利用者懇談会会員および JASRI の産業利用共同研
究委員会委員（合計 934 人）に平成７年２月 20 日
付けで郵便発送され、回答は約 30% の回収率を得
ました。これによって、SPring-8 施設者側に要求さ
れる技術支援の具体的項目と、その重要度を判断す
る基礎資料を得ることが出来ました。

はじめに
　（財）高輝度光科学研究センターに設置されてい
る「技術支援方策検討委員会」では、SPring-8 の利
用者に快適な研究環境を提供するにはどのような支
援が望ましいかを検討しています。この委員会での
検討結果は、財団理事長に報告されます。委員会で
は、まず、SPring-8 を利用する際に利用者が施設に
期待する支援項目を把握するため、平成７年２月に
アンケート調査を行いました。その結果が集計され
委員会で検討を始めましたので、集計の結果などを
以下にご紹介致します。

１．技術支援方策検討委員会設置の背景
　（財）高輝度光科学研究センタ－（ JASRI ）は、平
成６年10月に「特定放射光施設の共用の促進に関
する法律」の施行を受け、政府が指定する全国で唯
一の放射光利用研究促進機構と位置づけられて、原
研・理研 SPring-8 共同チ－ムの協力のもとに、
SPring-8 を国内外の利用者に広く開かれた共同利用
の研究施設とすべく、その運営と円滑な利用研究を
促進する任を負うことになりました。
　SPring-8 の利用者への支援は、今後様々な方策を
必要としますが、殊に利用に際しての技術的支援
は、利用者の研究成果に直接関わる重要なものであ
ります。そこで、JASRI は、平成７年１月 20 日に
技術支援方策検討委員会（利用者側委員 10 名、施
設者側委員７名）を設置いたしました。この委員会
では、利用者が必要とするであろう様々な技術支援
やそのための体制、具体的な方策などを検討して、
JASRI に報告する役割があります。また、委員会は、
技術支援に密接に関連する利用支援と呼ぶべき項目
についても適宜検討を加え、利用者にとって快適な
研究環境は何か、を具体的に提言します。
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５．専門分野 （　　　　　　　　　　　）
　具体的にお書き下さい。たとえば、表面・界面　
　の構造解析など。
６．放射光利用経験（　　　　年）　（後述）　　　
　　　

Ｂ．実験開始前の便宜　　　　　

【施設情報の便宜】

１．施設情報を収集するために、次のどの方法を利
　用したいですか。ａ～ｅの重要度でお答え下さい。
　（以下同様）

（１） 直接、施設を訪問して収集する。

　アンケ－トの設問と回答を集計した結果を（表
１）に示します。各設問の下にａ～ｅの分布を帯グ
ラフで示しました。図中の数字は、ａ～ｅの回答件
数です。また、その他や意見等の書き込みについて
も要約して示しました。

４．アンケ－ト結果の検討
　とくに、利用者が重要と考えている技術支援項目
を明確にするため、重要度が高いと判断する評価ａ
と評価ｂに着目し、その合計の回答者比率が全体の
60%  以上になっている項目を（表２）に抽出しま
した。また、評価ｃを含めた回答者比率を見ます
と、「実験終了報告書の入手希望」を除きすべての
項目で 60% を越えます。このことから、アンケ－
トのどの項目も技術支援に必要とみなされているこ
とがわかります。（表２）で必要度が高いと判断さ
れた項目は、ビ－ムラインの技術情報や利用環境情
報などの「情報・連絡」に関する支援、利用開始以
前を含む「技術相談」に関する支援に集中していま
す。これらの項目については、SPring-8および財団
の現時点における対処を回答していただきました。

回答でかなりの項目がこれからの検討事項となって
おり、当委員会は、 SPring-8  と財団が要望の実現へ
よりいっそう努力されることを期待します。当委員
会でも引き続きこれら項目を検討していきます。
　放射光の利用が多岐にわたることを反映して、記
載式回答文、書き入れ項目には極めて多数の意見が
回答されました。一応今回の報告では共通の意見は
要約し、それ以外も可能な限り列記しましたが、詳
細を充分に報告しきれていません。それぞれが貴重
な内容であり、多数意見をもって軽重は判断できま
せん。これらの意見は、今後の委員会の検討に反映
させていきます。
　今回のアンケ－トは、SPring-8 の施設が完成前で、
回答者に SPring-8 の情報が必ずしも充分に与えられ
ていない状況下で実施されました。その結果、「情
報・連絡」への要望が高い回答率になった可能性が
あります。委員会としましては、随時アンケ－ト調
査を行い利用者の立場から技術支援を充実させる努
力をいたします。
　なお、このアンケート調査は、本誌45頁 記載の
委員の協力のもとに実施されたものです。

（表１）アンケートの設問および回答集計

男 255

女 4

20代 10

30代82 40代 86 50代 71

60代 9

70代 1

大学 162

国公立
研究所 26

企業 57

その他 14
a 67 b 52 c 58 d 42 e 35 no

mark5

Ａ．アンケート調査の記入者
１．氏名 （　　　　　　　　　　　　）
２．年齢　
　　　　　　　　　

３．性別
　　　　　　　　　　

４．所属機関
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（２）施設が発行する機関誌により収集する。

（３）オンラインネットワークにより収集する。

（４） 電話やFAXにより収集する。

（５） その他
　　個人ル－ト、現場、利用経験者、所内スタッフ

２．　利用研究課題申請書の作成にあたっての技術
　的相談は、どの程度必要ですか。

　・必要であるとした場合は、その具体的内容をお
　書き下さい。

1. ＢＬ特性
（安定性、寿命、輝度、フォトン数）

2. 実行の可能性
（分光器特性、供用測定装置[公開／非
公開]、試料周辺装置、試料形状）

3. 予備実験の必要性
4. 専門スタッフ状況[人数]
5. 現地情報（運転モ－ド、実験スケジュ－

　　　ル、光学素子稼働状況、計算機プログラム）
6. ビ－ムタイム算出（余裕度）
7. 現地調達の可能性
8. 測定マニュアル（光学系調整、性能、精
度、測定プログラム）

9. 装置持ち込み打ち合わせ
10. 学生受け入れ手続き
 11. 旅費のシステム
12. 施設情報

３．実験計画立案にあたっての技術的相談は、どの
　程度必要ですか。

　
　・必要であるとした場合は、その具体的内容をお
　書き下さい。

1. 装備されているユ－ティリティ（試料ス　
　　　テ－ジ周辺）

2. 持ち込み可能薬品、試料、ガス
3. 実験日程、測定条件の最適化方法（測定

　　　手順）
4. 装置使用方法（光学系、デ－タ処理）
5. 利用可能な計算機プログラム
6. 人的支援内容
7. ハッチ内の実験装置の配置（規格、寸法）
8. 化学実験室等
9. 真空度のレベル

４．ビームラインの技術情報のうち次のものを必要
　としますか。

（１） 稼働中のビームライン　

　・必要であるとした場合は、その具体的内容をお
　書き下さい。

1. 備え付け装置の性能（検出器、試料周辺
　　　の精密図）
 2. 光源特性（波長範囲、ビームサイズ、偏光

　　　性、パルス特性、安定性）
 3. 分光器特性（典型スペクトル、高次光、偏

　　　光度）
 4. 利用状況（測定温度範囲、実験の種類、混

　　　雑度、実験者名）
 5. 担当者の有無、連絡法
 6. 実験参加法
 7. Real time 情報（Injection time、変更情報）
 8. 装置操作マニュアル
 9. 準備室の内容（利用可能機器）
10. 要求時間の達成率

a 133 b 73 c 40

d 9

e 2
no

mark2

a 84 b 81 c 53 d23

e 12

no
mark6

a 46 b 57 c 85 d34 e 28 no
mark9

a 73 b 74 c 78 d19

e 10

no
mark5

a 89 b 77 c 62 d17

e 8

no
mark6

a 111 b 73 c 54

d 5

e 10
no

mark6
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　　　木工室、生化学実験施設、生理学実験室、化
　　　学処理室、低温室、冷凍室、暗室、純水）
 2. 装置性能
 3. 使用方法（手続き、担当者）
 4.  装置使用歴
 5. デ－タ処理環境（デ－タ形式、統一性）．
 6. 持ち込み機器の収納スペ－ス

（５） 既に行われた実験の結果・成果（利用状況）

　・必要であるとした場合は、その具体的内容を
　お書き下さい。
 1. 実験の種類（試料、設備、感度、装置性

　　　能、配分時間、連絡先）
 2. 年報(Activity Report-PF)程度、簡単な　

　　　レポ－ト
 3. 論文リスト、タイトルリスト、実験者名
 4. 失敗例、トラブルとその対処例
 5. ログノート

（６） その他
 1. 利用状況をネットワ－クで入手
 2. 生デ－タ情報をマニュアル整備に活用
 3. 装置用プログラムの使用法

５．利用環境の情報として、次の情報はどの程度
　必要ですか。

（１） 研究会関連

（２） 国内外の放射光施設の稼働状況、利用状況関連

（２） 建設中のビームライン

　・必要であるとした場合は、その具体的内容を
　お書き下さい。
 1. 目的、稼働開始時期
 2. 光源特性
 3. 付帯設備（分光器、検出器、スペ－ス、　

　　　ハッチ）
 4. 建設状況（仕様、建設者組織[責任者]）．

（３） 建設予定のビームライン

　

　・必要であるとした場合は、その具体的内容を
　お書き下さい。
 1.  目的、主体者、建設組織
 2. 光源特性
 3. 稼働開始予定時期　
 4. 建設計画への参加の可能性
 5. 想定される周辺装置
 6. 資金計画

（４） ビームラインの周辺にある実験設備

　

　・必要であるとした場合は、その具体的内容を
　お書き下さい。
 1. 設備リスト（低温装置、結晶作成装置、

　　　Ｘ線検出器、測定器、冷却水、圧空、電源容
　　　量、  配管、コンピュ－タ、真空装置、顕微鏡、
　　　工具類、ガス、薬品、光化学反応装置、電磁
　　　石、グロ－ブボックス、ラウエカメラ、液体
　　　N2、He、Ｘ線回折装置、乾燥機、超音波洗
　　　浄機、電子顕微鏡／金工室、ガラス加工室、

a 42 b 82 c 100

d 13

e 10

no
mark12

a 34 b 68 c 113

d 18

e 13

no
mark13

a 113 b 92 c 36

d 5

e 4

no
mark9

a 72 b 83 c 70

d 15

e 12
no

mark7

a 35 b 81 c 111 d 21

e 7
no

mark4

a 57 b 98 c 87

d 10

e 5
no

mark2
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（３） 交通、宿舎、食堂関連

（４） その他
 1. 大学間ネットワ－ク、パソコン通信の可

　　　能性とその方法
 2. 出張関連
 3. 研究者間交流の場（食堂、喫茶室等）
 4. 稼働状況、運転計画
 5. 研究会組織メンバー
 6. 厚生施設

６．オンラインネットワークが構築された場合に
　ついてお尋ねします。データベースによる情報
　として、次の情報をどの程度必要としますか。

（１） 施設利用手続き

（２） ビームラインの技術情報

（３） 利用環境の情報

（４）その他
 1. 運転計画
 2.  運転状況
 3. 研究会プログラム
 4. 宿泊施設
 5. 文献情報（出版論文）
 6. 生活情報

 7. 実験ステ－ションの混み具合（実験グル
　　　－プ、氏名）
 8. 申請状況
 9. 管理区域出入
10. 実験報告
11. 採択課題一覧
12. ＢＬ利用マニュアル

７．利用開始に先立ち、次の研究会をどの程度必
　要と考えますか。

（１） 専門的ワークショップ

（２） セミナー

（３） 初心者講習会

（４） その他
 1. 実験操作ワ－クショップ（一般者向け）
 2. ＢＬ利用技術（管理者との相談会）

Ｃ．実験実施にあたっての便宜

【資材搬入】

１．あなたが資材を搬入する場合について、次の
　　事前相談は重要ですか。

（１） 試料の持ち込み、調整、保存、処理の相談

a 135 b 76 c 39

d 2

e 5
no

mark2

a 125 b 76 c 42

d 7

e 6
no

mark3

a 132 b 84 c 31

d 4

e 4

no
mark4

a 134 b 72 c 40

d 3

e 5
no

mark5

a 95 b 85 c 62

d 9

e 5
no

mark3

a 53 b 90 c 93

d 11

e 9

no
mark3

a 87 b 83 c 59

d 17

e 10

no
mark3

a 110 b 76 c 52

d 12

e 6
no

mark3
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（２） 実験装置の持ち込み、据え付け、保管の相談

（３） その他
 1. 施設者側の規則が前提．
 2. 資材運送
 3. 利用可能機器
 4. 利用可能業者
 5. 保管場所

【技術支援担当者】

２．施設者側の技術支援担当者の役割分担は、ど
　の程度必要と考えますか。

（１） 共同実験者として参加

（２） 実験補助者として参加

（３） 備え付け装置の技術指導員として協力

（４） その他
 1. 実験、運用形態、取り決め、定義により

　　　異なる
 2. トラブル対処．
 3. 技術指導員と研究員の区別を明確にする

【技術相談】

３．実験期間中の技術相談の内容について、次の
　項目の重要度はどのように考えますか。

（１）加速器、光源

　

　　・必要であるとした場合は、その具体的内容
　　をお書き下さい。
 1.  新しい挿入光源関連
 2. ビ－ム安定性、波長領域、光子数
 3. 光源サイズ、発散角設計値
 4. 運転状況
 5. 測定系の技術相談
 6. トラブル対処法

（２） 基幹チャンネル（フロントエンド）

　・必要であるとした場合は、その具体的内容を
　お書き下さい。
 1. トラブル発生時の対策（真空、アブソ－

　　　バ、Be窓、冷却水温）
 2. インタ－ロック使用法

（３） 輸送チャンネル・光学系

　・必要であるとした場合は、その具体的内容を
　お書き下さい。
 1. 分光特性、仕様、調整法
 2. トラブル対処法
 3. 真空度

（４） 実験ステーション（測定装置、検出器など）

　・必要であるとした場合は、その具体的内容を
　お書き下さい。

a 143 b 66 c 35

d 8

e 4

no
mark3

a 55 b59 c 74 d 34e 29
no

mark8

a 45 b 77 c 66 d 35

e 26

no
mark10

a 112 b 62 c 51

d 16

e 9 no
mark9

a 35 b 39 c 103 d 54

e 19

no
mark9

a 23
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e 19

no
mark17
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d 13

e 8
no
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d 6

e 3

no
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 1. 測定システム（使用法、注意事項、汎用
　　　測定器の有無、検出器使用歴）
 2. 故障時の対処法
 3. 共同利用備品の詳細仕様
 4. 試料周辺（低温、磁場、ガス、寒剤）
 5. 予備実験時間配分
 6.  検出器開発
 7. 測定プログラム（デ－タ処理）

（５）その他
 1. 実験前相談、off-line予備実験
 2. 実験前計算機利用

【共用付属設備】

４．各ビームラインにはそれぞれに測定準備室、　
　試料準備室が設置されますが、それ以外に共用
　の付属設備として、次のものの重要度はどのよ
　うに考えますか。

（１） 電気・機械工作室

　・必要であるとした場合は、整備したい物（総
　称）をお書き下さい。
 1. 最低限 PF と同程度
 2. 生化学機器
 3.  分光計
 4. 金属材料
 5.  回路テスト機器、電子回路部品
 6. 試料作成（ダイアモンドカッタ－、超音

　　　波加工、化学処理）

（２）ストックルーム

　・必要であるとした場合は、整備したい物（総
　称）をお書き下さい。
 　 1. （多種多様）

（３） その他
 1. 仮眠室
 2.  シャワ－室
 3. 写真用暗室
 4. クリ－ンル－ム
 5. ドラフト
 6. 低温室(～４度）、冷凍室（～ー 20度）
 7. 試料作成室
 8. 化学室
 9. 談話室、セミナー室
10. 図書室
11.  実験動物一時保安・飼育・死体保管室
12. 液体N2、He室
13. 真空排気セット、リーク検出器
14. コピー、FAX
15. ロッカー
16. ワークステーション室

【データベース】

５．実験中に利用するオンラインのデータベース
　（ネットワーク）で提供して欲しい内容をお書き
　下さい。
 1. 通信（国内外：測定データの転送　　　

　　　［ Bitnet、Internet ］）
 2. 情報（文献検索、運転状況、運転計画、

　　　実験状況、施設利用、重要ニュース）
 3. データベース（多種多様）

Ｄ．実験終了にあたっての便宜

【データ処理】

１．施設者側からの実験データ解析プログラムの
　提供は、どの程度必要ですか。

　

　 ・必要であるとした場合は、解析プログラムの
　具体名または使用目的をお書き下さい。
 1.  XAFS関連
 2. 生体高分子用結晶構造解析プログラム
 3. 粉末回折

a 106 b 59 c 58

d 20

e 6
no

mark10

a 126 b 47 c 48

d 11

e 4
no

mark23

a 64 b 46 c 76 d 37

e 20

no
mark16
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Ｅ．その他

１．既存の共同利用研究施設（放射光実験施設とは限らない）で利用者が利用するにあたり、SPring-8 が
参考とすべき施設がありますか。あれば、その技術的支援の内容をお書き下さい。

　　　　　　施設名　　　　　国　名　件数　　　　　　　　内　　　容 　　　　　

 (放射光施設)
1. PF(KEK) （日本） 32 ・委託会社によるサポートユーティリティ

 4. 電子波動関数・電子密度計算
 5. K-K変換

【実験終了報告書など】

２．利用者には実験終了報告書の提出が義務づけ
　られていますが、次の報告書をどの程度入手し
　たいと考えますか。

（１）マシンタイムごとの実験終了報告書

（２）利用課題実験の終了報告書

（３） 施設年報（例：SPring-8 annual report）

（４） 施設内部発行の技術報告書

（５） 施設主催研究会の報告書（Proceedings）

（６） その他
 1. 施設側が、その年度に実施したこと及び

　　　次年度の予定が知りたい
 2. 入手したい報告書を申告する形にする
 3. 課題申請者のオリジナルを閲覧したい

　　　(E-mail等連絡先を含む)
 4. (1),(2)は E-mail 等で入力できるように

　　　すべきであり、報告書は"紙 "ではなく　
　　　ネットワークで見られるようにする
 5. (1) , (2 )は、ステーション担当者がまと

　　　めてサブグループに流す

３．あなたにとって実験結果を共用データベース
　として構築する必要性はどの程度と考えますか。

　・必要であるとした場合は、どのようなデータ
　か具体的にお書き下さい。

1. （多種多様）

a 20

b 19 c 72 d 68 e 68
no

mark12

a 38 b 51 c 78 d 45 e 36
no

mark11

a 120 b 70 c 56

d 5

e 3
no

mark5

a 69 b 82 c 71

d 19

e 9

no
mark9

a 60 b 92 c 72

d 18

e 7

no
mark10

a 29 b 55 c 76 d 61 e 22 no
mark16

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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・技官によるサポート
・ビームライン担当者の配置
・報告書（Photon Factory News, Activity Report 等）
・ストックルームの充実
・加速器，光源，測定器系が一体となった支援体制
・宿舎の充実

2. NSLS(BNL) （米国） 9 ・電子回路設計のサポート
・ストックルーム⇨持ち出しをバーコード方式で記録
・利用マニュアルが優れている
・テクニシャンの充実
・ネットワーク情報
・実験装置類のサポート

3. ESRF （欧州） 8 ・テクニシャンの充実
・周辺にあるEMBL,IBSとの相互乗り入れ
・タンパク質結晶学の時分割実験ビームラインの方式

4. UVSOR(分子研) （日本） 7
5. SOR-RING(ISSP)（日本） 4 ・ 新規ユーザーズグループの訓練
6. SSRL(SLAC) （米国） 3 ・技術系スタッフが交替で勤務

・専門テクニシャンによる実験セットアップの補助
7. SRS(Daresbury) （英国） 3
8. LURE （仏国） 2 ・民間企業研究員対象のトレーニング（有料）
9. APS(ANL) （米国） 1
10. ALS （米国） 1
11. AURORA （日本） 1
12. DESY （ドイツ） 1 ・技術スタッフの数
13. NBS （米国） 1

(研究所、中性子散乱施設、その他)
1. KEK （日本） 5 ・実験，研究会への旅費支給制度

・Electron Gamma Shawer Code
2. 分子研 （日本） 3 ・実験，研究会への旅費支給制度

・利用環境のインフラが良い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（交通の便，宿舎，食堂，周辺の環境）

・技官の優秀さかつ親切さ
・特定高圧が２施設

3. ISSP(Tokyo Univ.)（日本） 3 ・実験，研究会への旅費支給制度
4. BNL（米国） 2 ・テクニシャンの充実
5. JRR-3 ( JAERI ) （日本） 2
6. ANL （米国） 1
7. CERN （欧州） 1 ・科学技術を支援する事務部門の体制
8. CNRS （仏国） 1 ・エンジニアとテクニシャンの職種が明確に区別さ

　　　　　　施設名　　　　　国　名　件数　　　　　　　　内　　　容 　　　　　
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（表３）　アンケート調査回答者の放射光
　　　利用経験年数分布

経験年数　Ｙ 　人数

Ｙ＝０ 36
０＜Ｙ≦５ 74
５＜Ｙ≦10 85
10＜Ｙ≦15 48
15＜Ｙ≦20 5

20＜Ｙ 2
　　　 不明 9

合計 259

　　　施設名 国　名　件数 　　　内　　容

　れ、サイエンティストに対する技術支援が徹底
9. ﾊｰﾝﾏｲﾄﾅｰ研 （ドイツ） 1
10. 放医研重粒子線 （日本） 1
　 治療センター
11. ILL （仏国） 1
12. 核融合研 （日本） 1
13. BSF(KEK) （日本） 1
14. KFA （ドイツ） 1
15. LBL （米国） 1
16. ﾏｯｸｽ・ﾌﾟﾗﾝｸ研 （ドイツ） 1 ・故障の場合の即応体制
17. ﾐｼｶﾞﾝ州立大学　 （米国） 1 ・研究援助プログラムの整備
18. NIST （米国） 1 ・ 管理区域内で安全教育、非常時のための教育

２．SPring-8における技術支援全般についてのご
意見をお聞かせ下さい。

1. 専門テクニシャンによる強力なサポート
　　　を希望
 2. コンピュータネットワークの整備
 3. マシンショップ、エレクトロニクス　　

　　　ショップ、ソフトショップの充実
 4. 放射光利用経験のない利用者に対する支

　　　援の充実
 5. 技術支援要員の充分な確保
 6. 企業と大学・研究機関との利用に関する

　　　差をなくしてほしい
 7. 外部からの研修システムがあるとよい
 8. JASRI スタッフにとっても支援によって

　　　ノウハウを蓄積できるような体制を望む
 9. 現地についてすぐに実験が始められるよ　

　　　う、事前に相談できるコンサルタントの常

　　　駐を希望

坂井　信彦　SAKAI  Nobuhiko
昭和 16 年 10 月 23 日生
姫路工業大学　理学部　物質科学科
教授
〒678-12　兵庫県赤穂郡上郡町金出地
1479-1
TEL  07915-8-0144  FAX  07915-8-0146

昭和42年東京教育大学大学院修士課程修了、同年東京大学物
性研究所放射線物性部門助手、52年理化学研究所入所、研究
員、副主任研究員を経て、平成４年より現職。理学博士。磁気
コンプトン散乱による金属合金の研究に従事。最近は、大学教
育と共同利用ビームライン建設に邁進。日本物理学会、日本化
学会、日本放射光学会会員。趣味は、テニスと絵画鑑賞
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（表２）重要と考えている割合が高い項目について

５段階評価で　ａ .きわめて高い　と　ｂ .高い　の合計が６０％以上の項目


